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は じめに

我々は五９９８年に新生児ＴＳＳ様発疹症（ＮＴＥＤ）と呼ばれる新しい感染症を見いだ

した。 こ のＮπＥＤはメ チ シリ ン耐 性黄 色ブ ドウ球菌（ＭＲＳＡ）が 産 生す るス ー
パー

抗原性外毒素ＴＳＳ公１による感染症であり、 患児が未熟児の場合は重症化する

傾 向に ある。 ＮＴＥＤにお い て 活性 化す る丁細 胞 はＴＣＲＶβ２陽性細 胞 の みな の で

直 接作用 す るス ーパ ー 抗原 はＴＳＳＴ－１である と 考え られ るが、 近 年ＭＲＳＡの染

色 体の 前塩 基配 列 が決 定 さ れ、 ＭＲＳＡはＴＳＳＴ－１以 外 にも様々 なス ー
パ ー 抗原

様 毒素 を産 生 して いる こ と がわ かって き た。 従っ て、 それ ら の毒 素が サイ トカ

イ ン産 生 を誘導 す る 事に よ り、 間接 的に 或い はπＳＳＴ・１と同 じＴＣＲＶβ２陽性細

胞を活性化することにより症状を増悪している可能性がある。 これらの毒素の

機能解析は、 ＮＴＥＤの治療及び予防法を考える
上で董要であると考え

ｓｅ危６，
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，
２２を ク ロ ー ニ ン グ し、

そ の 遺 伝 子 産 物 の 機 能 解 析 を 行 っ た。

し か しな が らい ず れ も リ ン パ 球 に 対する スー パー 抗 原活性 は な かっ た。 ＳＥＴが

ＴＳＳＴ・１と共 存 した 際の リ ンパ球 の活 性化 も調 べて み たがＴＳＳＴ・１単独 の 時と ほ

と ん ど変 わ らな かっ た。 従 って、 ＳＥＴはＮπ亙Ｄの発 症 とは 直接 関わっ てな いと

思 われる。 ＳＥＴがＮＴＥＤの 発 症と 直接 関 わって いな い と言う 事 実は 今後ＮＴＥＤ

及びＴＳＳの発症機序 を考える上で重要であると思われる。
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ＳＥＴの 機 能 解 析、 第７６回 日 本 細 菌 学 会 総 会（２００３．４， 熊 本）日 細 菌
誌 ５８（１）１２２２．

２００３

葛． 加 藤 秀 人， 今 西 健 一， 罵 場 理， 黒 田 誠， 平 松 啓
一
， 内 山 竹 彦＝ＭＲＳＡの 産 生 す る

Ｓ 既 の 機 能 解 析、 第５０回 毒 素 シン ポ
ジ ウ ム（２００３．７， 穂 歌 幽）予 稿 集：亘９５．２００３

留。 Ｍｏ ㈱ Ｍｗａｋａ， 今 西 健 一， 加 藤 秀 人， 三 好一秋 出 徹， 内 山 竹 彦＝Ｔ ㏄ｌ１寂ｏｍ

ｄ棚ｅ 撒ｔａη楡ａｌｓｐｅｃｉｅｓｒｅｓｐｏ紬 ｔｏｔｈｅｓａｍｅｂａｃ鮒ｉａ１ｓ岬 ㈱ 楡 ｇｅｎｄｉ脆ｒｅ舖ｙ．
第７６圓

日 本 細 菌 学 会 総 会（２００３．４， 熊 本）日 細 菌 誌 ５８（玉）：３０７．２００３

１０． Ｍ㎝ｚｅ Ｍｗａｋａ，
加 藤 秀 人， 林 智 人， 安 部 良， 三 好一秋 山 徹， 内 山 竹 彦， 今 西 健

一：Ｓ施ｐｔｏｃｏｃｃｕｓｄｙｓｇａｌａｃｔｉａｅ由 来 マイトジェン（ＳＤＭ）の ウシ丁細 胞 に 対 する ス ー パ ー

抗 原 活 性 の 検 討， 第５０回 毒 素 シ ン ポジ ウ ム（２００３．７， 和 歌 山）予 稿 集：１４９．２００３

η． 有 村 裕，
加 藤 秀 人， 内 山 竹

彦
， 八
木 淳 二：丁細 胞 の 補 助 刺 激 受 容 体ＣＤ２８お まび

ＩＣＯＳ佃４からのシグナ ル伝 達経 路 におけるＡｋｔの役 割． 第７５回 日 本細 菌学 会総 会

（２００２．４， 横 浜）日 細 菌 誌 ５７（１）＝３３０．２００２

１２． 有 村 裕， 加 藤 秀 人， 内 山 竹 彦， 八 木 淳 二１補 助 刺
激 受 容 体ＣＤ２８ならび にＩＣＯＳ佃４

にまって活 性化されるＡｋｔの機 能 解 杭 第３２回 日 本免 疫学 会 総会（２００２，１２， 東京）日

免 疫 会 学 術 記 録 ３２＝１４８．２００２



１３． 陳 露 秋， 今 西 健 一， 八 木 淳 二， 小 柳 円，
加 藤 秀 人， 三 好・秋 山 徹， 三 和 敬 史， 内

山 竹 彦：マウスに持続 的にスーパ ー抗 原を投 与すると，
応 答 性丁細 胞に持続 的な増 幅

とＴｈ２タイプメモリー が 誘 導 され るＩ 第７５回 日 本 細 菌 学 会 総 会（２００２．４， 横 浜）日 細 菌

誌 ５７（１）１３２９．
２００２

１４． 今 西 健 一， 加 藤 秀 人， 藤 巻 わ か え， 内 山 竹 彦：ヒト胸 腺 内ＣＤ４シ ング ル・ポ ジティブγ

細 胞 の 解 析． 第７５回 目 本 細 菌 学 会 総 会（２００２．４， 横 浜）日 細 菌 誌 ５７（一）：３２６．２００２

１５． 三 木 瑞 香， 羽 根 田 紀 幸， 加 藤 秀 人， 内 山 竹 彦二重 症 の 新 生 児ＴＳＳ様 発 疹 症 で 冠 動 脈

の 一 過 性 拡 張 が みられ た一例、 第２１回 州 崎 病 研 究 会（２００２．９， 倉 敷）Ｐｒｏｇ Ｍｅｄ２２（別

冊）：２９亘，
２００２

１６． 三 好一秋 山 徹， 趨 吉 手，
カ纈藤 秀 人，

内 山 竹 彦：Ｃ群 レン サ 球 菌 の 産 生 する マイトジェ

ン活性 産 物の 精製 及びその 遺伝 手 のクローニング． 第３２回 日本 免疫 学 会総 会・学 術

集 会（２００２．１２， 東 京）日 免 疫 会 学 術 記 録 ３２１１３５．２００２

亘７． Ｍ ㎝ｚｅＭｗ荻ａ， 今 西 健 一， 加 藤 秀 人， 林 智 人，
安 部 良， 三 好一秋 山 徹， 内 山 竹

彦：

Ｓｐ㏄ｉｅｓ－ｓｐｅｃｉ硫 ｒｅｓｐ㎝ｓｅｔｏｂａｃｔｅｒ言ａｌｓ岬ｅ獺斌ｉｇｅｎ． 第３２回 目 本 免 疫 学 会 総 会

皿（２００２１至２，
東 京）日 免 疫 会 学 術 記 録 ３２：ｉ２２．

２００２

１８． Ｍｏ篶ｚｅ Ｍ ｗａｋａ，
今 西 健 一

，
加 藤 秀 人

，
林 智 人

，
安 部 良

，
三 好一秋 山 徹，

内 山 竹 彦：

Ｓｐｅｃ１ｅｓ－ｓｐｅｃ繍ｃｒｅｓｐ㎝ｓｅｓｔｏｂａｃｔｅｒ１ａ１ｓ叩ｅｒａｎｔｉｇｅ沿．
第８５回 日 本 細 菌 学 会 関 東 支 部 総

会（２００２．１ｌ，
東 京） 抄 録 集＝亘７．

２００２

１９． 八 木 淳 二， 有 村 裕、 加 藤 秀 人， 深 田 健 治， 三 好一秋 山 徹， 内 山 竹 彦＝活 性 化万細 胞

補 助 シ グ ナ ル 分 手Ｈ４／１ＣＯＳとマ ウ ス 珊 細 胞 分 化、 第７５国 日 本 細 菌 学 会 総 会（２００２，４，
横 浜）目 細 菌 誌 ５７（ｉ）：３２７．２００２

２０． 八 木 淳 二， 有 村 裕， 加 藤 秀 人， 深 田 健 治， 岡 本 俊 宏， 内 山 竹 彦：活 性 化丁細 胞 補 助

シグナル 分子Ｈ４／互ＣＯＳの 発 現調 節 因手 の解 析．第３２回日 本免 疫学 会 総会・学 術 集会

（２００２．１２， 東 京）日 免 疫 会 学 術 記 録 ３２：１４７．２００２

出版物

今西 健 一， 加 藤秀 人：① 化 膿レンサ 球菌 発 熱毒 素群．
「細 菌 毒素 ハンドブック」（櫻井 純１本 田

武 司・小 熊 恵 二 編）①２９８－３０４， サイエ ンスフ方 一ラ
ム
，２００２王分 担 執 筆］




